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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,1862 3,1602 -0,03 3,1181 +0,04

対円 JPY 38,46 38,86 +0,40 39,34 -0,48

対ユーロ BRL 3,5079 3,5237 +0,0158 3,5320 -0,0083

対ドル JPY 122,54 122,78 +0,2400 122,68 +0,1000

対ユーロ JPY 134,93 136,92 +1,99 138,93 -2,01

Index 52.344 52.591 +247 53.876 -1.285

bps 263,2 256,8 -6,4 246,8 +10,0

% 12,59 12,60 +0,01 12,66 -0,06

% 13,97 13,80 -0,17 13,96 -0,16

% 0,283 0,286 +0,003 0,288 -0,002

Index 215,5 218,3 +2,8 228,2 -9,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットサマリー

Bovespa（ブラジル株価指数）

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）

Brazil 10yrs Gov. Bond

　　マーケットデータ
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先週末のドルレアルスポット相場は、ギリシャがユーロ圏残留に向けて最終合意に至るとの楽観的見通しや、

中国株が続伸した影響を受け、レアル買いが優勢の展開。引けにかけてレアル高が進行し、３．１５台後半

で取引を終えた。Ｔｓｉｐｒａｓ首相が９日に示した経済改革・歳出削減案の内容は、債権団が先月提示した

内容に類似していたこともあり、マーケットではギリシャ協議の進展へ期待が高まったが、週末開催された

ユーロ圏財務相会合においてギリシャと債権団は支援再開で合意することができず、結論は先送りとなった。

会合では、少なくとも７４０億ユーロに及ぶ支援パッケージについて具体的な交渉を行うには、まずギリシャ

が経済改革法を成立させることが前提条件であることが確認されると共に、Ｔｓｉｐｒａｓ首相に対し、３日以内に

緊縮策の法制化を要求することで一致した。ギリシャは１５日までに付加価値税（ＶＡＴ）の引き上げ、年金

減額、統計局の独立性確保などを法制化する必要がある。

ＦＲＢのイエレン議長は１０日に行った講演において、「ＦＦ金利誘導目標引き上げへ最初の一歩を踏み出し、

金融政策の正常化を始めるのが年内のいつかの時点で適切になるだろう」と発言。具体的な時期について

明言は避けたものの、年後半に利上げを開始するとのスタンスは維持した。


